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人 の々顔，声から施策化へ
―そのボトムアップを支える一冊

【評者】中板育美　国立保健医療科学院公衆衛生看護部

　この本は，著者が 2003年に行った子育て実態調査の結果（「兵庫レポー
ト」）を，ベースとなった「大阪レポート」（1980年）と比較し，そこに著者の
臨床やボランティアの経験を加味して，いま求められる子育て支援の方向性

を提言したものです。日々の親子との出会いから感じる印象が，数字で表さ

れており，地区組織活動にいかすための説得材料満載です。たとえば，母に

なる前の育児体験の減少と安定した育児や発達との関係，子育てグループが

仲間作りや孤独解消には役立つものの，育児不安や負担感の軽減には繋がり

にくく，子育てを楽しむ母を演じる親の姿が伺えたりします。また，これら

の数字を，団塊の世代の後の1950年代前半生まれを対象とした「大阪レポー
ト」と，経済的安定に恵まれ，バブル全盛期に思春期を謳歌した団塊ジュニ

ア世代が対象の「兵庫レポート」として眺めると，興味深いものがあります。

20数年を隔てた社会世相の変化は，生活スタイルや育児観などにも影響を及
ぼし，生活臭さの乏しい世代が，「自分中心の生活」と「親としての諦め」との

間で揺れる様子も伺えます。

　「本当に求められる子育て支援」を追及したい著者は，地域に広がる資源

（活動）の方向性も述べており，この思考は保健師も同様です。地域資源は，

自治会や婦人会，伝統的な祭りなどいわゆる文化も人も含みますが，子育て

支援の切り口で考えても，関連法規や制度上の資源，育児グループ，NPO，
子ども会など多岐にわたります。保健師は，ケースワークのなかで，ときに

は資源活用を勧めますし，家族が選択して「ほどよく子育てをし続ける」プロ

セスも支援します。既存の資源で不十分とわかれば，内容の調整や新規開拓

のためのアクションも起こすでしょう。このとき，統計結果は絶対ではなく，

傾向で読み解き，傾向から外れる人々の存在にも目を向ける姿勢を忘れずに

活用すれば，地域の子育て力のボトムアップを目指した施策化にむけて，本

書はその脇を固める貴重な資料となります。

　著者は，母子保健が思春期青年期保健に与える影響力を重視し，提言や解

説もその点を重視しています。子育てを楽しむ親から虐待してしまう親まで

幅広い層に出会い，さらに乳幼児から思春期，青年期の心の葛藤や精神保健

問題にも対峙する保健師にとって共感できる部分で，母子保健の大事さを説

く所以です。乳幼児期の体験がその後の人生に影響するということは，とき

に生活破綻を意味し，集団の力や地域の力だけでは解決が困難な場合もあり

ます。幅広い層の親子と接する私たちが，本書の提言の成就の一端を担うた

めには，家族の力を見極め，重篤な子育て困難や虐待にまつわる家族に対す

る専門家としての姿勢と覚悟，地域の底力にゆだね，その力を家族が活用す

るのを見守れる力，地域づくりとして地域の成熟を目指して住民と協働でき

る力が必要であると改めて認識できます。本書は，親たちの声を聞き，人と

して，そして行政の立場として「本当に必要な子育て支援とは」を振り返り考

えるいい機会になりますし，多くの示唆を与えてくれる 1冊と言えます。
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